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�．緒 言

専門職とは、長期間の教育訓練によって習得した学問
的裏付けを持つ技能の独占的行使を通じて、社会に貢献
することを第一義とする職業１）である。西欧社会において
は、聖職者・医師・法律家といった職種を古典的専門職
としてきた２）。近年、専門的知識を必要とする多くの職業
が専門職として名乗りを上げており、看護職もその一つ
である。
わが国において、１９７２年、天野正子氏は、ある職業が

専門職であるための５つの条件を提示した３）。それらの条
件とは、『理論的知識に基づいた技術を必要とし、その獲
得のために、専門化された長期間にわたる教育訓練が必
要とされる』『その職業に従事するためには、国家ないし
それに代わる団体によって行われる厳密な資格試験をパ
スすることが要求される』『同一の職業に属する者の職業
団体を結成し、その組織の統一性を維持するため、一定
の行為規範が作られる』『サービスの提供は、営利を第一
の目的にするのではなく、何よりも公共の利益を重視し
なければならない』『雇用者・上司・クライエントなどか
ら、職業上の自律性を持ち、また職業団体としてのメン
バーの養成・免許などについて一定の自己規制力を持つ』
である。これらの条件は、専門職が理論的知識に裏付け
られた技術を獲得しており、現状に甘んじることなく、
自らの職業活動を自律的に展開していく必要があること
を示している。換言すれば、専門職は、理論的知識とな
る研究成果を産出し、それらを活用しながら質の高い職
業活動を展開する必要があることを意味する。これらの
条件と照合すると、看護職は、現在、専門職としての条
件をほぼ満たしている。しかし、専門職としての社会的
に認知されるためには、これまでに蓄積された研究成果
を明らかにし、それらを活用することを通して、職業活
動の質を高めていく必要がある。そこで、わが国の看護

専門職の教育及び実践活動への示唆を得ることを目的と
し、看護の専門職性に関連する海外研究の概観を試みた。

�．概観した文献の抽出方法

対象とした文献は、海外データベース CINAHL Plus
with Full Text EBSCO版を用いて検索した。キーワー
ドを profession, professional, nurseに設定し、２００２年１
月から２００７年１２月までに公表された文献を検索し、その
うち、出版物タイプを research、用いられている言語を
Englishとして絞り込み検索を行った。また、研究内容を
nursing, educationの領域に限定し、Full Textが得られ
る文献を抽出した。

�．看護の専門職性に関わる研究の動向と概要

１．研究の動向

前述した方法を用いて抽出された研究は１３件であった。
このうち１件は、専門領域に特化した研究であったため
検討の対象から除外した。また、１件は、特定な国の看
護職養成教育制度改革に関わる研究であったため除外し
た。さらに、１件は、看護の専門職性との関連が不明瞭
な内容であったため除外した。その結果、１０件の研究が
抽出された。
これらの研究は、２００２年、２００４年には発表されていなかっ
たが、２００５年に１件、２００３年、２００６年、２００７年には３件ず
つ発表されていた（表１）。第１著者が所属する機関の所
在国は、アメリカ合衆国（以下、USA）、イギリス（以下、
UK）、ニュージーランド、オーストラリア、イラン、カ
ナダの６カ国であった。このうち、USA、UKが３件、そ
の他の国々はいずれも１件ずつであった。
上記の結果は、発表件数は少ないが、看護の専門職性

に関わる教育研究が多様な国々の看護学教員によって行
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われていることを示した。

２．研究内容の概要

抽出した１０件の研究内容を概観した結果は、これらの
研究が看護の専門職性に関して、１）看護基礎教育課程
の教育に焦点を当てた研究、２）看護基礎教育を担当す
る教員に焦点を当てた研究、２）臨床の場における看護
職者の発達に焦点を当てた研究の３種類に分類できるこ
とを示した。
以下、それぞれのテーマ毎に研究の概要を紹介する。

１）看護基礎教育課程の教育に焦点を当てた研究

１０件のうち、７件は看護基礎教育課程に所属する学生
や教育内容に焦点を当てた研究であった。そのうち５件
は、看護学実習に関連する専門職性の発達に関わる学生
の経験や判断を明らかにしていた。
５件のうち、１件４）は、学生のエンパワーメント

（empowerment）、すなわち、学生が看護学実習において力
を得る意味の探究を目的としていた。研究方法には、Critical
Incident Technique５）を採用し、内容分析の手法を用いて
学生の記述を分析し、「臨床実習において力を得た経験」、
あるいは「力を得られなかった経験」を明らかにしてい
た。Critical Incident Techniqueとは、Flanaganが１９５４年
に発表した調査手法の１つであり、サービスや指導への
満足・不満を決定づけるような「重要な出来事（Critical
Incident）」を分析し、プロセスを把握してその原因を特
定するための手法５）である。分析の結果は、看護学生が臨
床実習において力を得たと感じる経験の中核に「実践に
おける学び（learning in practice）」「チームメンバーとし
ての帰属感（team membership）」「権限（power）」の３つ
の課題があることを明らかにした。「実践における学び」
とは、実習を通して「理解できた」という実感の獲得が
学習活動を促進する経験となっており、看護職者として

の責任感にも影響することを意味していた。また、指導
者によって「理解できた」と実感することも、学生の適
正な学習に必要な交渉力の前提条件となっていることを
示した。「チームメンバーとしての帰属感」とは、チーム
の一員として患者への援助に参加し、支援を受けること
を通して学生が「力を得ている」と実感する経験であっ
た。また、看護師よりも十分な時間があり、その時間を
援助に当てられるという経験も重要であることを示した。
一方で、看護師不足の補完的援助を要請される経験は、
学生が「力を得られなかった」と実感する経験となるこ
とを示した。「権限」とは、学生が尊重され１人の成人と
して扱われることにより、自己の意見を持ち、力を得た
と実感する経験であった。逆に、尊重されないことによっ
て、学生は「力を得られなかった」と実感する経験をす
ることを示した。
次の１件６）は、職業的社会化を促進する学習経験を提供
することを目的に、看護基礎教育課程に在籍する学生が
看護専門職であると実感した看護学実習中の経験を明ら
かにしていた。この研究は、入学時から卒業前までの学
習段階の異なる学士課程看護学生を対象に、自らが看護
職であると感じた経験を記述してもらい、これをデータ
として分析していた。研究方法論には、Pollio他の解釈的
枠組みである実存現象学的アプローチ７）を採用していた。
記述内容の解釈は、学生が専門職であると感じた経験の
パターン、あるいはテーマを明らかにすることを目指し
た。分析の結果は、専門職であると実感する学生の経験
が自己と他者が知覚する世界を背景とするものであると
し、これらの背景に基づき、相互に関連する３つのテー
マを明らかにした。それらのテーマとは、「所属すること
（belonging）」「知ること（knowing）」「肯定（affirmation）」
であり、自己と他者の知覚する立場がこれらの経験の背
景となっていることを示した。「所属すること」というテー
マは、学生が看護専門職であると実感する時、看護の場
との関係性や学生が大切にされる領域との互恵的なつな
がりを求めることを示した。また、「知ること」というテー
マは、学生が伝統的に行われる単純な技能獲得のための
演習よりも、看護学実習の方が深まりのある経験を記述
しており、技能獲得のための演習の段階が、実践能力を
獲得するための近道ではないことを示した。さらに、「肯
定」というテーマは、学生が他者を通して自己を知るこ
とによって看護専門職であることを自覚しており、他者
との関係性が重要であることを示した。
一方、次の１件８）は、質の高い看護を提供できる看護師
の養成に向け、学生の自尊心（self-esteem）を探究し、
看護基礎教育における経験の影響を明らかにしていた。
この研究は、自尊心が行動の指標となり、健康的な自尊
心を持つ看護師が効果的な看護を行うことを前提として
いた。研究方法論に、グラウンデッド・セオリー・アプ

表１ 研究の公表年と第１著者が所属する機関の所在国 （件）

発行年
（年）

第１著者
所属機関の所在国

２００２ ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ 合計

USA
（アメリカ合衆国） １ １ １ ３

UK
（イギリス） １ １ １ ３

ニュージーランド １ １

オーストラリア １ １

イラン １ １

カナダ １ １

合 計 ０ ３ ０ １ ３ ３ １０
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ローチ（Grounded Theory Approach）を採用し、看護基
礎教育課程の初期と修了前に、学生を対象とする非構造
化面接を実施してデータを収集していた。結果は、臨床
の場において、学生自身がいじめ（bullying）を経験する
と共に、看護師にいじめられる患者を目撃するという経
験をしており、このような経験をした学生の自尊心が低
いことを明らかにした。これらの状況は、学生の自尊心
に強い影響を与え、問題ある現状を学生が看護の規範と
して内面化させる危険性があることを示唆していた。
また１件９）は、学生が看護を行う際の道徳的な判断を明
らかにするために、「文化的な安全（cultural safety）」の
原則を学習する授業に参加した学生の記録をデータとし
て分析した。分析対象は、看護学実習中に学生が経験し
た患者との関係を省察して記載した記録であった。「文化
的な安全」１０）とは、ニュージーランドで開発された看護の
概念であり、異なる背景を持つ患者の文化的価値や基準
の範囲内で、安全、かつ質の高い看護を提供するための
考え方である。分析の結果は、学生が臨床の複雑かつ曖
昧な状況においても、新人としての立場や知識不足を正
確に認識していることを示した。さらに、看護学実習中
には活動制限があるにもかかわらず、学生は深く倫理的
に配慮した技術を用いていることも明らかになった。倫
理的な行動をとれる看護職者になるためには、臨床の技
術だけでなく、患者の尊厳を維持したり、権利を守った
りするなど、彼らへの思慮深いケアリングが必要である
ことを示した。
残る１件１１）は、実践を基盤とする看護専門職となるため
の過程にいる看護学生が、臨床の環境においてどのよう
に学習するのかを明らかにすることを目的に、学生の看
護学実習における「生きられた経験」を明らかにしてい
た。研究方法論には van Manenの現象学的方法論１２）を用
い、すべての看護学実習を終了したイラン人学生を対象
に、面接によって収集したデータを分析していた。分析
の結果は、看護学実習における学生の「生きられた経験」
として、５つのテーマを明らかにした。それらの経験と
は「ケアリングを志向した関係性」「臨床経験の魅力的側
面」、「臨床環境における自己の発見」「同級生に支持的で
あること」「潜在能力を具現化すること」であった。これ
らのテーマは、学生が「ケアリング」や「知識」に注意
を払い、看護専門職になるという最終目的に向かって進
歩していることを示した。
以上５件の研究は、看護学実習における学生の経験や

判断を明らかにすることを通して、看護専門職としての
第一歩をどのように歩み出し、学習を進展させているの
かを明らかにしていた。学生は、実践の場において「学
習できた」と実感する経験や看護職のメンバーとして他
者に認められ、その集団に帰属していると感じる経験、
自己効力感を感じる経験を通して、看護専門職としての

自覚を高めていることを示した。
看護学実習とは、「あらゆる看護の場において、各看護
学の講義、演習により得た科学的知識、技術を実際の患
者・クライエントを対象に実践し、既習の理論、知識、
技術を統合、深化、検証するとともに、看護の社会的価
値を顕彰するという学習目標を達成する授業」１３）であると
定義される。中でも看護基礎教育課程における看護学実
習は「学生が既習の知識・技術を基にクライエントと相
互行為を展開し、看護目標の達成に向かいつつ、そこに
生じた現象を教材として、看護実践能力を習得するとい
う学習目標の達成を目指す授業である」１４）。これらの定義
は、看護学実習が、予め教材を整え教育内容を精選する
ことが困難な授業であることを示している。また、看護
学実習が、看護目標と実習目標の達成を目指すという二
重構造を有しており、学生が看護の目標達成を目指す過
程を通して、学習目標を達成するという複雑な課題の達
成を目指さなければならないことを示す。
また、前述した検討は、諸外国の看護学教育において

も、複雑な臨床状況の中で学生が看護学実習を展開して
おり、様々な問題に直面しながら授業を展開しているこ
とを明らかにした。また、看護学実習が専門職としての
職業的同一性を獲得するための重要な授業であると同時
に、専門職としての自己を否定し、自尊心を低下させる
経験ともなり得ることを示唆した。看護学実習の指導を
担当する教員は、実習中の学生の経験を的確に理解し、
授業を展開していく必要がある。
残る２件は、看護基礎教育の基礎科目、専門基礎科目

の教育に焦点を当てていた。
そのうち１件１５）は、根拠に基づく看護（Evidence based

nursing）を行うために、根拠を入手するための情報リテ
ラシー教育プログラムを評価していた。この研究は、専
門職としての看護の発展が、研究成果を基盤とする根拠
に基づいた実践と看護師が専門的文献にアクセスし、評
価する能力の開発を必要とすることを背景としていた。
入学初期の準学士課程看護学生を対象に、看護専門職と
しての生涯学習と根拠に基づいた看護の実践に向けてデ
ザインされた情報リテラシー教育プログラムを実施して
いた。このプログラムは６つの目標を設定していた。そ
れらの目標とは、�情報リテラシーと関連のある根拠に
基づく看護の重要性を確認する、�図書館を通して利用
可能な特定の看護情報の資源を強調する、�利用可能な
定期刊行物の多様な種類を確認する、�ワールドワイド
ウェッブ上にある看護専門職の文献を学生が入手したり、
評価したりすることを促す、�電子データベースを活用
する実践的な経験を提供する、�看護文献の価値に対す
る学生の知覚を確認する、であった。このプログラムは、
学生を中心とする教員との協同的、双方向的な学習から
構成され、講義、討議、実践的活動、共同学習等の授業
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形態を含んだ。また、このプログラムの焦点は、看護実
践のために情報リテラシー技能を開発する「理由」を理
解することであった。研究デザインには、対照群を設定
した事前－事後の評価研究デザインを用い、学生はセメ
スターの最初と最後に、２２項目からなる質問紙に回答し
ていた。質問紙は、４点（同意する）から１点（同意し
ない）までのリカート型尺度であり、学生の知覚と態度
を評価するようにデザインされていた。結果は、情報リ
テラシー教育プログラムが、学生のリテラシー技能とこ
の技能への態度に肯定的な影響を及ぼしていることを明
らかにした。
また、１件１６）は、遺伝学に関する教育の内容に関する文
献を検討し、その領域の教育内容を議論することを目的
としていた。この研究は、遺伝科学と技術の進歩が、看
護職の日々の実践に重大な関連があることを背景に行わ
れていた。１９９４年から２００５年に出版された看護における遺
伝学教育についての経験的データを含む英語論文を分析
対象としていた。２００５年２月にCINAHLとGoogle Scholar
のデータベースを用い、キーワードを看護師、助産師、
訪問看護師、教育、遺伝学に設定し、対象文献を探索し
ていた。検討の結果は、看護実践のどの領域にも遺伝学
が深い関連があることに合意が得られていることを示し
た。その一方で、実践家の学習ニードを充足するための
経験的根拠（Empirical evidence）が不足しており、実践
家が自信を持てないでいる状況も明らかにした。また、
看護師の学習成果や技能を基盤とする訓練、臨床シナリ
オの活用、アセスメントの重要性などが遺伝学の学習を
促進することを明らかにしていた。しかし、世界的に遺
伝学に関する看護学教育が不完全、かつ現実的でなく、
教育の方略も欠如していることを示した。遺伝学の教育
とその専門的実践への統合を支援するために、効果的な
教育の提供と国際的協力の手法を明らかにするさらなる
研究の必要性を示唆していた。
以上２件の研究は、医療に関する知識や技術の進展に

伴い、看護専門職を養成する教育課程に重視されるべき
教育について検討していた。医療に関わる実践に必要な
知識や技術は日進月歩であり、専門職の実践には新たな
知識や技術を常に探索し、習得することが求められる。
これらの研究は、看護基礎教育が時代の進展に遅れない
ための方略や新たな研究の必要性を示唆している。
わが国においても、保健師助産師看護師学校養成所指

定規則等の一部が改正され、平成２１年度から看護基礎教
育課程に新たなカリキュラムが導入されることになった。
改正の趣旨１７）は、「看護を取り巻く環境の変化に伴い、よ
り重要性が増していると考えられる教育内容の充実を図
り、保健師、助産師及び看護師学校養成所における生徒
及び学生の看護実践能力を強化するため」である。その
主な内容は、専門分野の改編、統合分野の設置、臨地実

習の強化などであり、その中には倫理教育の強化も盛り
込まれている。遺伝学は看護職者の倫理的葛藤と深い関
係にあり、倫理教育と深い関連がある。今回のカリキュ
ラム改正の趣旨を実現するためには、研究成果に基づい
た教育内容の検討が必要である。

２）看護基礎教育を担当する教員に焦点を当てた研究

１件１８）は、臨床看護師から教員役割への移行に関する文
化的影響を明らかにしていた。この研究は、看護学教員
の不足に伴い、臨床看護師が専門的臨床実践から教員役
割へと移行することが多く、その適応を支援する研究成
果が少ないことを背景としていた。研究方法論には、民
俗学的探究のための現象学的方法を採用し、新人の看護
学教員を対象に、文献検討、インタビュー、観察等の多
様な方法を用いてデータを収集していた。この研究にお
ける「文化」とは、国や民族の相違を意味する用語では
なく、臨床の場、教育の場が、それぞれ長年にわたって
形成してきた慣習や振舞いの体系などを意味していた。
研究の問いは、�「看護専門職の文化と教育の場の文化、
個々の看護学教員によって伝えられる看護学教員の文化
の間に、どのような類似性や相違性があるか、�文化の
類似性や相違性が、臨床看護師の役割から教員の役割へ
の個々の看護師の移行にどのように影響しているか、で
ある。分析の結果は、新人看護学教員への影響として、
６つのテーマを明らかにした。それらのテーマとは、�
移行のストレス要因と促進要因、�役割への準備不足、
�学生の文化を変えること、�臨床教育と実践の現実、
�階層制度と教育の場で得られるもの、�文化的現実対
文化的期待、である。すべての対象者が文化の違いにス
トレスを感じる一方で、そのことが教育の役割への移行
を促進していた。また、教員になるための準備不足もす
べての対象者の役割移行に影響を与えていた。さらに、
対象者は、学生の価値や信念、行動との相違を感じ、学
生を変化させようとしたり、臨床における指導の現実に
直面したりしていた。加えて、臨床の場から教育の場へ
の移行により、評価指標が臨床能力から研究資金の獲得
力に移行したり、自ら期待していたほどの役割を果たす
ことができなかったりするなどの現実に直面していた。
これらの文化的な相違は、新人看護学教員に葛藤を生じ
させていた。新人看護学教員が臨床の価値を大学に持ち
込まないと同時に、大学も看護専門職としての実践を価
値づける必要性を示唆した。
看護基礎教育課程に学ぶ学生が看護の専門職性を価値

づけるためには、教員自身が看護職を価値づけている態
度を示す必要がある。前述した研究は、新人看護学教員
が臨床看護師から看護学教員に移行することによって、
文化の相違から看護職であることの価値に葛藤を生じる
ことを示した。新たに教育の場に移行する教員は、看護
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学教員としての役割を果たすための準備状態を整えると
共に、教育の場と臨床の場における文化の相違を理解し、
新たな価値や信念を受け入れる準備も必要である。また、
新人看護学教員を受け入れる大学側もこれらの状況を理
解し、新人教員に対し適切な支援を提供する必要がある。

３）臨床の場における看護職者の発達に焦点を当てた研究

臨床看護師を対象とし、その職業的発達に焦点を当て
た研究は２件であった。このうち１件１９）は、看護のための
批判的思考を育てることへの学士課程教育の役割を検討
すると共に、批判的思考を育てることを目的とし、学士
課程新卒看護師の思考の発達を探究していた。研究方法
論には、現象学とフェミニスト研究を複合した方法を用
いていた。研究目的を達成するために選択した学士課程
新卒看護師を対象に、就職後２ヶ月後と６ヶ月後の２回
にわたる深層面接（in-depth interview）と参加者の省察
的記録（reflective journaling）によって収集したデータ
を、持続比較分析の手法を用いて分析していた。分析の
結果は、学士課程新卒看護師が、先輩看護師や医師など
と相互行為を重ね、新たな知識を得て自らの行動の意味
を理解しながら職業活動を展開するが、６ヶ月では真の
理解に至っていないことを示した。また、日常の実践に
おいて批判的思考を継続することには困難があることも
示した。さらに、この研究の対象となった看護師は行動
主義的パラダイムに基づく看護基礎教育課程を修了して
おり、このパラダイムに基づき教育を受けた学生は「行
動すること」に意義があると受け止めていることを示し
た。このような理念に基づく看護基礎教育を受けた新卒
看護師の指導に有効な方略が、「人文主義的教育手法
（humanistic-educative approach）」２０）２１）２２）であることを示唆
した。人文主義教育とは、人間に相応しい教育としての
一般教育（liberal education）の理念が強調される教育２３）

のあり方である。この教育手法の強調点は、�存在する
真実を探求する態度、�実践と看護の知識を基盤とした
基礎的前提への挑戦、�知識創出の重要性への認知、�
経験事項の選択的方法への探究とイメージ化、�普遍的
真実としての受け入れに対して警告する批判的省察によ
る懐疑的態度の確立、である。また、この教育において
最も重要なことは、教員が真実を真実として認め、自己
の誤った見解の露呈を恐れないことであるとしている。
残る１件２４）は、臨床と教育の場を橋渡しするための方略
として、臨床看護開発単位（Nursing Clinical Development
Units，以下NCDUとする）を導入するための教育プログ
ラムを実施し、その効果を明らかにすることを目的とし
ていた。この研究は、実践への理論適用を促進するため
に、歴史的な優先事項として理論と実践のギャップを埋
めることが重要であると認められてきたことを背景とし
ていた。Clinical Development Units２５）２６）とは、変形型リー

ダーシップを通して研究成果の普及と活用を図り、スタッ
フディベロップメントを促進するという看護の質向上に
有効な方略の１つである。この研究は、２０００年から２００１年
に、オーストラリア精神看護研究実践センター（The Center
for Psychiatric Nursing Research and Practice，以下
CPNRPとする）によって実施された NCDUプログラム
に参加した看護師を対象に面接を実施し、データを収集
していた。面接の質問項目は、臨床の環境に関するNCDU
の影響、NCDU過程の結果としての実践根拠の変化、NCDU
の利点と欠点などであった。データ分析には、内容分析
の手法を用いていた。分析の結果は、NCDUプログラム
の開催を通し、参加者が CPNRPとの関わりを非常に貴
重であると評価し、臨床と教育の場の関係性を強化でき
たことを示した。

�．わが国の看護学教育への示唆

本稿は、２００２年から２００７年に発表された海外の看護の専
門職性に関わる研究を対象にその内容を検討した。これ
らの検討を通して、わが国の看護学教育、特に看護基礎
教育への示唆を整理する。
検討した研究１０件のうち、５件が看護学実習に焦点を

当て、いずれも学生を対象とし、看護専門職に関わる学
習経験を明らかにしていた。わが国の看護学教育研究に
おいても、先行研究２７）２８）は、看護学実習に焦点を当てた研
究が全体の約４割を占めており、そのうち学生を対象と
する研究が５割を超えることを明らかにしている。また、
研究内容が５つのカテゴリに分類されることを明らかに
した。それらのカテゴリとは、【�．実習が学生に及ぼす
影響】【�．実習における学生の学習活動展開状況】【	．
実習目標達成度とそれに関わる要因】【
．実習指導に対
する学生の期待・評価】【�．実習が学生に及ぼす影響と
実習目標達成度の教育課程別比較】である。これらの現
状は、看護学実習の目標に看護専門職の理解や態度の獲
得を位置づけ、看護学実習を重視しているとも捉えられ
る。その一方、これらのカテゴリは、看護学実習と看護
の専門職性の関連を明示しておらず、その関連が明確に
位置づけて検討されていない可能性を示す。これらは、
学生の専門職に対する理解や態度の獲得に向けては、教
員自身が看護学実習と看護専門職性との関連を明確に意
識化し、実習指導に関わる必要性を示唆する。
また、看護学実習における学習を促進できた経験の提

供や医療チームのメンバーとして認められ看護に参加す
る経験が、学生に専門職としての自覚を促していること
も示した。臨床は医療を提供する場であり、学生が学習
するための場として準備されていない。そのような中に
あっても、専門職は後継者の育成に関わる責務を負って
おり、最大限、学生が看護の専門職性を学習する機会や
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環境を提供することが求められる。そのために、臨床と
教育の関係者が協働していける環境を整備する必要性を
示唆した。
今回の検討は、臨床と教育の関係者の協働が看護実践

の質向上にも有効であることを明らかにした。これまで
にも、ユニフィケーションなどの臨床と教育の協働が図
られてきているが、一事例として、オーストラリアにお
いては「臨床看護開発病棟（NCDU）」の方法を取り入れ
ていることが明らかになった。この方式がわが国の文化
に適するか否か、検討するはあるが、新たな方向性を模
索するための示唆となる。
加えて、新人看護学教員の役割移行に関する研究も行

われており、看護学教育における教員としての準備状態
を整えることの重要性を示唆している。現在、わが国の
大学教育に携わる看護学教員は不足しており、十分に準
備状態を整える間もなく大学教育に携わる可能性も高い。
今回検討した研究の１つは、新人看護学教員を受け入れ
た教育機関の責務を示唆した。わが国において、２００８年
４月、学部教育を担当する教員のFDが義務化され、高等
教育機関としての社会的責務を果たすための教員の職業
的発達支援は重視されるようになった。看護学教員とし
ての社会的責務を果たすための職業的発達支援に向けて
は、新人教員のみならず、すべての教員に対して必要な
支援を明らかにし、その提供を実現していくことが必要
であり、これは今後の課題である。

�．おわりに

わが国の看護師養成教育制度は、１９９０年代半ば以降、
それまでの遅々とした進展状況とは全く様相を異にし、
急速な大学教育化が進んだ。また、大学化に伴って看護
学研究科が設置され、看護学の修士、博士を取得した看
護職者も増加しつつある。さらに、２００６年には、日本看
護協会が、通常総会において看護基礎教育の年限延長を
決議し、看護基礎教育の４年制大学化をさらに推進する
こととなった。その一方、大学教育を担う教員の数が不
足する事態が生じている。
大学において看護基礎教育に携わる教員は、看護師養

成教育課程を大学化した意義が学生に伝わるようにと日々
の教育活動を展開している。しかし、これまでの急速な
大学化は、わが国の看護職者の誰もが経験したことのな
い事態であり、その意義への明確な答えを持てないまま
日々の教育を展開している可能性もある。筆者も、学生
が大学において看護学教育を受ける意義を見い出せるよ
うな教育活動を展開したいと願っているが、いまだ確信
を持てない部分もある。今回、海外における看護の専門
職性に関わる教育研究を検討し、諸外国においても同様
な課題を克服するための研究が続けられていることを理

解した。諸外国も看護学実習の重要性を強調しており、
これらの研究成果はわが国の看護基礎教育のあり方や日々
の教育活動に重要な示唆を提示していた。これらの研究
から得られた示唆を日々の教育活動に活かすと共に、今
後はわが国の看護学研究者が明らかにした成果も検討し、
教育活動に活かしていきたい。
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要 旨

２００２年から２００７年に、海外において発表された看護の専
門職性に焦点を当てた研究を抽出し、その内容を概観し
た。対象とした研究は１０件であり、米国、英国の他、ニュー
ジーランド、イラン、カナダなど、６カ国の研究者が発
表していた。これらは、看護基礎教育課程の教育に焦点
を当てた研究、看護基礎教育を担当する教員に焦点を当
てた研究、臨床の場における看護職者の発達に焦点を当
てた研究の３種類に分類できた。研究内容は、諸外国に
おいても、看護専門職としての態度や価値の育成に向け、
看護学実習を重視していることを示した。これらの検討
を通し、わが国の看護職養成教育のあり方への示唆を得
た。
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